
 

 
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン   

■鎌倉時代の石築地は、「蒙古襲来絵詞」に見る

ことができます。石積みの壁の上に肥後国の御家

人菊池氏らが居並び、その前を馬に乗った竹崎季

長(たけざき すえなが)らの一行が進んでいるこの場

面。現在の福岡市西区生の松原(いきのまつばら)の

情景を描くと考えられています。 

 

■大正時代に始まった発掘調査に際し、医学者で

考古学者の中山平次郎は、掘り出された石積みを

「元寇防塁」と名付けました。今日、博多湾沿岸

の今津、今宿、生の松原、姪浜、西新、箱崎など

に点在する防塁遺構は、国指定史跡「元寇防塁」

として保存、整備されています。    (三角) 
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届けできました。お楽しみいた

だけますと幸いです。(三角) 
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ホームページ「古文書だより」 

パネル展示「明法寺榊文書の世界－元寇防塁の修理についての文書－」 

■福岡市指定文化財・明法寺榊文書(みょうほうじ さかき 

もんじょ)は、福岡市早良区四箇(しか)の浄土真宗本願寺

派明法寺住職・榊氏が代々伝えてきた文書群です。鎌倉

時代から戦国時代、正応２年(1289)から慶長8年(1603)

までの文書45点が巻子５巻に仕立てられています。 

■令和６年は、文永11年(1274)の蒙古襲来から750年

にあたりました。福岡市内には元寇防塁跡があり、歴史

的大事件・蒙古襲来の痕跡を間近に見ることができま

す。これにちなみ、元寇防塁の修理についての文書・少

弐貞経執行状(明法寺榊文書６)【本誌表紙に写真掲載】を紹

介するパネル展示を文書資料室で行いました。               

「古文書だより」の最新号やバックナンバーはこちら 

ホームページ「文書資料室」 

ホームページ 

「古文書資料紹介」 

もご覧ください 

さ
て
博
多
の
海
辺
よ
り
東
は
箱
崎
、
多
々
羅
潟
、
西
は 

鳥
飼
の
海
辺
、
姪
浜
、
生
ノ
松
原
、
今
津
に
至
る
迄
石 

塁
を
築
て
、
海
つ
ら
は
急
に
一
丈
よ
り
高
く
、
こ
な
た 

は
の
へ
に
し
て
、
馬
に
騎
な
か
ら
馳
の
ほ
り
、
賊
船
を 

見
お
ろ
し
て
、
さ
け
矢
に
射
る
や
う
に
こ
し
ら
へ
た
り
、 

此
石
塁
修
理
の
事
な
と
、
鎌
倉
よ
り
催
促
せ
し
文
書
、
当
国
処
々
に
今
猶
残
れ
り
、(

中
略)

 

此
後
い
よ
い
よ
博
多
津
の
警
固
要
害
の
営
作
お
こ
た
ら 

す
、
此
時
博
多
警
衛
催
促
の
文
書
等
、
国
中
処
々
に
あ 

り
、
一
書
に
云
、 

   

筑
前
国
役
所
博
多
前
浜
石
築
地
破
損
之
事
、
今
年
正 

 

月
廿
五
日
、
御
教
書
案
如
レ

此
、
早
任
下

被
二

仰
下
一

候 

 

旨
上

、
向
二

役
所
一

云
二

破
損
一

云
二

加
作
一

、
可
レ

被
レ 

 
 

終
二

其
功
一

候
、
仍
執
達
如
レ

件
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少
弐
筑
後
守
妙
恵 

 
 

 
 

正
和
五
年
二
月
十
二
日 

 
 
 
 
 

貞
経
有
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

榊
定
禅
地
頭
殿 

 

是 

花
園
院
の
御
時
、
鎌
倉
将
軍
御
教
書
の
旨
を
以
て
、 

博
多
前
浜
石
築
地
修
補
を
な
す
へ
き
よ
し
下
知
の
状
也
、 

  蒙古襲来絵詞(模本)（九州大学附属図書館所蔵）部分 

明法寺榊文書 全５巻 

遍照山 明法寺 (山門と鐘楼) 

■蒙古襲来を受けた鎌倉幕府は、博多湾沿岸に石

積みの防壁「石築地(いしついじ)」を築くよう九州

の御家人たちへ命じます。正和５年(1316)に少弐

貞経が榊定禅に出した執行状は、「博多前浜石築

地」の破損について、先の御教書で命じられると

おり早く修理等を行えというものです。 

■歴史資料としての明法寺榊文書の大切さは、江

戸時代にはすでに学者たちに知られていました。

福岡藩儒・貝原益軒らが編纂した地誌「筑前国続

風土記」は、元寇防塁に関する記述中に少弐貞経

執行状を引用しています。 

「筑前国続風土記」巻之二十四 古城古戦場一 那珂郡 博多古塁(部分) 

 

 福岡市総合図書館      

古文書
こ も ん じ ょ

だより 第４号 

202５.3 

 

T H E  F U K U O K A  C I T Y  A R C H I V E 

少弐貞経
しょうにさだつね

執行状
しぎょうじょう

 (明法寺榊文書
みょうほうじさかきもんじょ

６) 

 

明法寺所蔵／市指定文化財／総合図書館寄託 

      

元寇防塁跡(生の松原)(2009) 写真提供：福岡市 
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〈 

寄
贈
資
料 

〉 

入
江

い

り

え

寿
紀

ひ
さ
の
り

収
集
資
料(

一)
 

入
江
寿
紀
氏(

１
９
２
１
～
１
９
９
４)

は
、
海
軍
兵
学
校

(

第
72

期)

を
昭
和
18

年(

１
９
４
３)

に
卒
業
し
、
戦
後
、
西

日
本
鉄
道
株
式
会
社(

本
社
・
福
岡
市)

に
入
社
し
ま
し
た
。

同
社
調
査
室
勤
務
の
時
に
、
社
内
誌
「
西
鉄
社
報
」
に
電

気
軌
道
に
つ
い
て
の
執
筆
を
始
め
ま
す
。
同
時
期
に
福
岡

地
方
史
談
話
会(

現
、
福
岡
地
方
史
研
究
会)

に
も
参
加
。
同

会
顧
問
の
橋
詰
武
生
氏
、
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
山
田
龍

雄
氏
・
秀
村
選
三
氏
ら
と
出
会
い
、
研
究
を
深
化
さ
せ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
自
転
車
、
福
博
電

気
軌
道
、
筑
前
琵
琶
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
養
蜂
、
大
熊
浅
次

郎
等
と
幅
広
く
、
多
く
の
論
考
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま

た
、
研
究
を
通
し
て
多
種
多
様
な
資
料
を
蒐
集
し
、
そ
の

結
果
と
し
て
本
資
料
群
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。 

入
江
氏
は
生
前
か
ら
、
資
料
群
を
研
究
機
関
や
研
究
者

に
公
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
資
料
の
存
在
は
研

究
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
没
後
、
県
史

編
纂
事
業
を
担
っ
て
い
た
福
岡
県
地
域
史
研
究
所(

平
成
23

年
３
月
閉
鎖)

の
調
査
に
よ
り
、
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な

り
、
資
料
群
は
、
テ
ー
マ
別
に
な
っ
た
様
々
な
記
事
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
、
明
治
～
大
正
の
文
書
や
記
録
類
、
絵

葉
書
類
を
貼
付
し
た
ア
ル
バ
ム
等
で
構
成
さ
れ
、
貴
重
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

  

古文書だより 第４号 

２ 

 令和６年度データベース公開資料 

ホームページの「収蔵品データベース」で新たに目

録検索できるようになった古文書資料です。資料は

原則として、当館２階の文書資料室で、マイクロ

フィルム等によって閲覧、複写できます。 

   

    

  ■令和６年度新収蔵資料  

    〈寄贈資料〉  

    入江寿紀収集資料(一)     472点 

   三宅剛照資料(長春軒文庫)(二) 48点  

  〈マイクロフィルム収集資料〉 

     益冨資料            142点 

  
  ■収蔵資料の詳細目録 

  〈マイクロフィルム収集資料〉 

     東長寺文書(五)       522点 

古
文
書
資
料
は
、
何
十
年
何
百
年
も
の

時
を
経
て
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
紙
自
体
の
劣
化
や
虫
損
等
に

よ
っ
て
、
取
り
扱
い
が
難
し
い
資
料
も

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
資
料
の

現
物
は
温
度
と
湿
度
を
一
定
に
保
っ
た

収
蔵
庫
に
保
存
し
、
資
料
の
複
製
物

（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
デ
ジ
タ
ル
画

像
）
を
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
に
提
供
し

て
い
ま
す
。 

「収蔵品 

データベース」 「文書資料室」 

 
令
和
６
年
度 

新
収
蔵
資
料 

↑A2-57 

←A1-109-4-5 

保存と活用の 

両立にご協力を 

お願いします 

 

福
岡
市
総
合
図
書
館
は
平
成
８
年(

１
９
９
６)

６
月
に
開

館
し
、
間
も
な
く
30

年
目
を
迎
え
ま
す
。
な
か
で
も
、
文

書
資
料
部
門
は
福
岡
市
の
文
書
館(

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ)

と
し

て
、
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
古
文
書
や
歴
史
的
公
文
書
等

を
収
集
、
整
理
、
保
存
し
て
次
世
代
へ
継
承
す
る
と
と
も

に
、
調
査
研
究
を
進
め
て
、
利
用
者
の
み
な
さ
ま
へ
資
料

や
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

古
文
書
資
料
は
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
３
名
が
担
当
し
、

令
和
６
年
度
末
ま
で
に
約
８
万
７
千
点
を
収
蔵
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
文
書
資
料
室
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

令
和
６
年
度
に
公
開
す
る
入
江
寿
紀
収
集
資
料(

一)

は
、
ア
ル
バ
ム
４
冊
に
入
江
氏
自
身
が
丁
寧
に
貼
付
し
て

い
た
絵
葉
書
類
４
７
２
点
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
都
市
の

発
展
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
博
覧
会
の
記
念
絵
葉

書
、
例
え
ば
、
第
十
三
回
九
州
沖
縄
八
県
聯
合
共
進
会(

明

治
43

年)

、
九
州
沖
縄
物
産
共
進
会(

大
正
７
年)

、
工
業
博
覧

会
記
念(

同
９
年)

、
熊
本
市
三
大
事
業
記
念
国
産
共
進
会

(

同
14

年)

、
東
亜
勧
業
博
覧
会(

昭
和
２
年)

、
博
多
築
港
記

念
大
博
覧
会(

昭
和
11

年)

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に

も
、
九
州
帝
国
大
学
や
八
幡
製
鉄
所
、
岩
田
屋
百
貨
店
や

松
屋
百
貨
店
関
係
の
絵
葉
書
等
々
、
見
応
え
の
あ
る
も
の

が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。 

当
館
で
は
本
資
料
群
全
て
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
し
、
当

館
２
階
の
文
書
資
料
室
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

重
久) 

    A1-62→ 

 A2-137-3-4↓ 

 

 
三
宅
剛
照

み
や
け
よ
し
て
る

資
料(

長

春
軒

ち
ょ
う
し
ゅ
ん
け
ん

文
庫)(

二)
 

 

長
春
軒
文
庫
は
、
三
宅
剛
照
氏
の
父
で
あ
る
三
宅
安
太

郎
氏(

み
や
け 

や
す
た
ろ
う
、
１
９
０
２
～
１
９
８
２)

の
収
集

資
料
で
す
。
博
多
に
生
ま
れ
育
っ
た
安
太
郎
氏
は
酒
壺
洞

(

し
ゅ
こ
ど
う)

と
号
し
、
仙
厓(
せ
ん
が
い)

研
究
の
第
一
人

者
、
自
由
律
俳
句
誌
『
層
雲
』
同
人
の
俳
人
、
県
や
市
の

文
化
財
関
係
委
員
な
ど
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
、
郷
土
史

研
究
、
地
域
文
化
の
振
興
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。 

 
 

 

安
太
郎
氏
の
一
大
集
書
群
・
長
春
軒
文
庫
は
、
当
館
の

前
身
で
あ
る
福
岡
市
民
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
図

書
の
部
、
史
料
の
部
、
書
・
画
の
部
、
仙
厓
資
料
の
部
な

ど
か
ら
成
る
そ
の
全
容
は
、
同
館
編
集
・
発
行
『
三
宅
長

春
軒
文
庫
目
録
』(

１
９
８
６
年)

に
よ
っ
て
知
ら
れ
ま
す
。 

 
  

 
 
 

〈 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
収
集
資
料 

〉 

東
長
寺
文
書

と
う
ち
ょ
う
じ
も
ん
じ
ょ(

五)
 

３ 

古文書だより 第４号 

A73-1～-3 錦絵
にしきえ

 川上演劇日清戦争
かわかみえんげきにっしんせんそう

  

川上音二郎一座の演劇「日清戦争」の一場面を描いたもの。博多に生まれ、

日本の演劇史に大きな足跡を残した川上音二郎(かわかみ おとじろう、1864

～1911)は、今なお博多のまちで親しまれる存在です。墓がある承天寺(じょ

うてんじ、福岡市博多区)では毎年命日に川上音二郎忌が行われ、現在の劇

場・博多座(同区)の近くには「オッペケペー節」を唄う音二郎をかたどった

銅像があります。 

 

収
蔵
資
料
の
詳
細
目
録 

A80-1～-5 博多年代記
は か た ね ん だ い き

  

江戸時代、主に享保から宝暦期(1716～

1764)の博多の出来事を年代順に記述し

たものなど５点。博多の年行司等をつ

とめた鋳物師・礒野五兵衛が作成した

と考えられます。 

A3127-7-5 書簡
しょかん

(明治26年10月27日付) 

(付箋) 

摩尼宝洲は仁和

寺から東寺事相

講伝所へ移った

ため、この郵便

は同所へ転送さ

れたいと、仁和

寺の受附が記し

ています。   

 

当
館
で
は
先
に
、
史
料
の
部
と
剛
照
氏
か
ら
新
た
に
寄

贈
さ
れ
た
資
料
と
を
あ
わ
せ
た
三
宅
剛
照
資
料(

長
春
軒
文

庫)

１
２
９
０
点(

『
平
成
21

年
度
古
文
書
資
料
目
録
15

』
所

収)

を
、
郷
土
・
特
別
資
料
室
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
の

紙
焼
本
に
よ
っ
て
閲
覧
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
６
年
度
は
、
書
・
画
の
部
と
新
た
な
寄
贈
資
料
と

を
あ
わ
せ
た
三
宅
剛
照
資
料(

長
春
軒
文
庫)(

二)

の
う

ち
、
浮
世
絵
・
錦
絵
43

点
と
「
博
多
年
代
記
」
５
点
の
公

開
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
郷
土
・
特
別
資
料
室
横
の

文
書
資
料
室
で
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
っ
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。 

 

「
博
多
年
代
記
」
に
つ
い
て
は
、
秀
村
選
三
「
「
博
多

年
代
記
」
小
考
」(

『
新
修
福
岡
市
史
の
し
お
り 

資
料
編 

近
世

１ 

領
主
と
藩
政
』
福
岡
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
、
２
０
１
０

年)

、
近
世
博
多
年
代
記
研
究
会
校
註
・
解
題
、
校
註
代
表

秀
村
選
三
『
礒
野
五
兵
衛
覚
書 

近
世
博
多
年
代
記 

地
域

史
資
料
叢
書 

第
三
輯
』(

近
世
博
多
年
代
記
研
究
会
、
２
０
１

３
年)

、
中
村
順
子
編
『
礒
野
五
兵
衛
覚
書
『
近
世
博
多
年

代
記
』
年
表
私
案
』(

合
同
会
社
花
乱
社
、
２
０
１
３
年)

な
ど

の
先
行
研
究
が
あ
り
ま
す
。                            (

三
角) 

 

真
言
宗
別
格
本
山
東
長
寺(

福
岡
市
博
多
区
御
供
所
町)

が
所

蔵
す
る
古
文
書
群
を
東
長
寺
文
書
と
い
い
ま
す
。
当
館
は

こ
れ
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
収
集
、
公
開
し
、

現
在
も
調
査
を
継
続
中
で
す
。
令
和
６
年
度
は
東
長
寺
文

書(

五)

に
５
２
２
点
の
詳
細
目
録
を
加
え
、
東
長
寺
文
書

は
総
計
７
千
７
百
点
余
を
数
え
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
の
詳
細
目
録
資
料
に
は
、
明
治
時
代
の
東
長

寺
45

世
住
持
・
摩
尼
宝
洲(

ま
に 

ほ
う
し
ゅ
う)

宛
の
書
簡
が

多
数
あ
り
ま
す
。
宝
洲
は
明
治
14

年(

１
８
８
１)

に
東
長
寺

住
持
と
な
り
、
東
京
・
根
生
院
内
の
真
言
宗
法
務
出
張

所
、
京
都
・
仁
和
寺
、
京
都
・
東
寺
内
の
真
言
宗
法
務
所

お
よ
び
事
相
講
伝
所
等
で
も
宗
務
に
就
き
、
多
方
面
で
重

ん
じ
ら
れ
ま
し
た
。
左
の
よ
う
に
、
書
簡
の
宛
先
か
ら
宝

洲
が
身
を
置
い
た
場
所
が
わ
か
り
ま
す
。
本
文
と
あ
わ
せ

て
、
封
筒
も
だ
い
じ
な
情
報
源
と
な
り
ま
す
。 

(

三
角) 

(封筒表）  

「仁和寺御中 東長

寺様行」などと記

す上に付箋を貼っ

ています。 


